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畜産試験場だより 
岡山県養鶏試験場 

◎陽春万花咲き競う好季節になりました。鶏にとっ

ても最も産卵率の高い活力にあふれる時期で、また

ふ卵の最盛期でもあり、このところ場内は何となく

普段より活気づいております。 

◎昭和36年度の畜産技術講習生の選考試験が去る３

月 10 日行なわれ、つぎの 13 名が晴れの入所資格を

得て、４月１日入所式が行なわれました。 

 昨年度の講習生は 10名で、１年間の現場生活のう

ちに新らしい養鶏技術や経営の所定単位をとり終り、

晴れて３月 25日終了式が行なわれ、これからの農村

養鶏指導者として希望に満ちて巣立って行きました。

終了生は農協への就職が多く、民間会社やさらにも

う一度酪農講習所の講習生として入所する者もあり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

◎卵用、肉用種鶏の改良のために、昨年末の肉用種

卵、種雛の輸入に続いて、３月中にもつぎのように

３回にわたり輸入種卵の受入れを行ない、現在入卵

ふ化中です。ふ化後は検疫指定場所として試験場で

２週間の検疫期間中育雛を行ない、これが終ると輸

入を依頼中の種鶏家へ引渡すことになっています。 

◎ゆりかごから墓場までというわけでもありません

が、初生雛から成鶏までの能力検定、しかもそれに

経済的要素を加味した経済産卵能力検定を今年度か

ら実施することになりました。県下のふ卵業者のう

ち希望者から出品された種卵 10 件について、５月 16

日入卵を行って検定を開始することにしています。 

◎試験調査としては、近々つぎのものを行なう予定

にしています。 

▼委託調査として養鶏農家の経済調査を昨年に続き

実施することにしています。 

 これは養鶏農家の経営の実態を、経済的な面を主

として総合的に調査把握しよぅとするもので、今年

はつぎの 10 件を予定しています。 

岡山市（岡村年美、小坂修、藤定章）、興除村（有安

正夫）、高松町（藤井基弘、坪井和）上道町（大野斉）、

玉島市（丸野建一）、備前町（馬場靖隆）、勝北町（流

郷蘶）。 

▼産卵鶏の飼養標準設定に関する試験、 

▼ブロイラーのホルモン処理に関する試験 

▼コクシジウム予防試験 

 

 


